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イチジク「とよみつびめj の結果枝斜立誘引による

傷果発生軽減について(短報)

石橋正文ネ・野方 {二
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Reduction Technique of Damage Fruit Appearanc巳 usingInclined Training of Fruiting Branch in Fig (FiclIS carica L.) 

cultivar寸oyomitsuhime¥ISHI担ASHI間 asafumiand Hitoshi NOGATA. (Fukuoka Agricultural Research Center， Chikushino， 

Fukuoka 818-8549， Japan) Bull. Fukuoka Agric. Res. Cel1f. 30: 7叩 9(2011)

緒言

イチジク fとよみつひめjは2004年に福岡県で育

成された良食味品種(聖子方・粟村 2005，2007)で栽

堵面接が増加しているが，他の主要品種である[桝井

ドーフィンjや「議莱柿j と比べて果栴が長く，強風

が吹くと果実が葉などと擦れることにより傷果が発生

しやすい。果実の鴎品性は糖度などの果実品質ととも

に，外観も重視されることから， ミカンなど飽の果樹

では，擁果により傷果除去を行うことで，出荷果実の

外観における秀品率の向上が図れる(本田ら 1982)。

しかし，イチジク果実は 1果当たりの葉数が増えても

果実の大きさや発育日数に差が無く，果実 11聞と 1

枚が対応している(株本 1986)。そのため，イチジ

ク栽培では，摘果作業をすることがほとんど無く，果

実の品質や外観における秀品率の向上を図るために摘

果を行うと著しい収量の低下につながる。イチジクの

傷果軽減対策としては，圃場周縁部への防風ネットの

が任われている(株本 1996)が，それ以外の対

策はなされていない。また 3 イチジクの傷果発生要因

についても，これまで詳細な調査がなされた報告はな

そこで，本研究では傷果の発生要因を明らかにし，

さらに，傷果発生を軽減するための簡便な手法として，

新梢の斜め方向への誘引を検討したので，その効果に

ついて報告する O

材料および方法

試験 1.傷粟の発生要因

福陪県育成の株枯病抵抗性系統である rCH13J

(栗村・野方 2008) を台木とした[とよみつひめj

および吉根の「とよみつひめjの 1年生苗を， 2006年

4月に福岡県農業総合試験場堂前分場(行橋市)の圃

場に定植した後，一文字護枝 C2.5mX4m)で栽培し，

2008年度に 1器当たりの結果枝が20本に達し，成木

となったものを 9樹供試した。なお，岡場周辺に防風

綿および防風林は設遣していない。

2009年 9月 9日に， 8~10節目の収穫間近の果実
で傷が付いている88果を調査した。傷果の発生要因

*連絡寅{壬者

(土壌・環境部:ms23@farc.pref.fukuoka.jp) 

は新梢との擦過傷， II :葉柄との擦過傷， III: 

(自節)との擦過信， IV:葉身(他節)との擦過

傷， V 葉身(他梢)との諜過傷， VI:誘引ヒモとの

擦過傷， VII:樹液による肌荒れ， VIII:その他(不明)， 

IX : ;複数の要割による擦過傷の九つに分類した。

試験 2.結果枝の誘引角度が板蓋，果実品質，

f嘉果発生に及ぼす影響

試験1.の供試樹のうち rCH13J台木樹 5樹を供試

した o 2008年から2009年に，主枝毎に新棋を地顔に

対して600 に誘引する60
0

託と，90
0 に誘引する90

0

iま(慣行)を設定した。雨試験区とも 6月上旬に，

新梢誘引のためのヒモを設建し，新梢を誘引しながら

押長させた(第I図)。

190
0

除 }l(fJri子)I 

第1図 新梢の誘引魚寝

1) i1r約はit存引しながら 1111長さ 4往た。

2008年， 2009年とも毎果発生都合，果重，着色割

糖度および収最を収穫期間を通して調査した。果

は!I)Z穫適熟果を随時採集し，採集した全果実につい

て，少しでも毎のあるものは程度にかかわらず傷果と

した。

2009年はさらに 7月318に第 8節の果実について，

果実と新梢および葉柄聞の距離と角度(第2国)を調

査した。果実と新梢および葉柄聞の距離はそれぞれ果

実赤道部からの最短距離とし，角度はそれぞれ果柄と

角度を調査した。

受付2010年 7月30自;受理2010年11月178
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考察

「とよみつひめjの傷果発生要因は，新梢や葉柄と

の擦過傷が多しこの二つの要因だけで傷果発生要因

の75%と大半を占めていることが明らかとなった。新

梢や葉柄との擦過傷は，新梢を揺らした時に果実が接

触する部分に傷が付いており，鼠による新梢の揺れが，

その原因であることが推察された。また22完身との擦

過傷についても同様の観察がされた。新梢を揺らした

時に傷の発生部位に接触するものが無い果実で，誘引

ヒモとの擦過傷や槌液による肌荒れではないものは，

原開不明としたが，その発生率は毎果全体の 2.3%と

小さいため，毎'*発生軽減の対象としては影響が小さ

いものと考えられた。

新梢を600
に誘引すると，県実と新梢との角度が

大きくなり，両者の距離が速くなる。これは，新梢が

誘引され斜めになることに対し，葉や果実は誘引角度

にかかわらず，地上に対して一定の角度に発生し，誘

引した新棋の下側に発生した主主や果実は枝の側方に

U:lた後，一定の角度に伸びるためと考えられ，このこ

とにより，果実と新椙との接触が減ったと考えられる。

また，果実と葉柄との距離には差がなかったため，新

栴と葉柄との距離が広がり， 1mにある果実に空間的な

余裕が生じ，このことから結果的に，果実が新梢や葉

柄と接触する機会を減らしたと考えられる。したがっ

て，新梢誘引角度を600
にすることにより ， Iとよ

みつひめjにおける傷果発生の主要国である，果実と

果実と新作iおよび葉柄間距離

果実と新卒おおよび葉WIlm角皮

第2隈 果実と新梢及び葉柄聞の距離と角度

1 )来1とと新作iおよび然倒¥iiJ0) 出 ~Imf: (ま
それぞれ;{~災ぶ jlJ ;'i:[)からのJit鋭部1隊内
;{U~ と新tì'í および然倒 II\Jの fl] 伎は
それぞれ来的との角度 c

全土
i1i1=l 

試験 1.傷果の発生要因

2009年の「とよみつひめj における要国別の傷一果

発生率を第 l表に示した。袈1~1J1jの発生率では，葉柄
との擦過傷が44.3%と最も高く，次いで新梢との擦過

傷が30.7%と高かった。その地の要国では， rt~身との
擦過傷は，白部の葉身との擦過傷が19.3%，1也節の葉

身との擦過傷が 9.1%，樹液による肌荒れが 6.8%だっ

た。また，他梢の葉身との擦過傷および誘引ヒモとの

擦過傷はなかった。その他，原因不明のものが 2.3%，

以上の要因が複数係わる傷果が1l.4%あった。

果

誘ヨ|角度が傷築発生率に及ぼす影響

60
0 

2009主i三

% 

1 ) 
傷果発生

2008 11三

/ルι
 

!険区

|亙

第2表

32. 2 

10. 9 49. 5 

‘，!...、，-.''1'、'.、

か
)

で

7. 3 

区(慣行)

有意性

90
0 

1 )院果の発生本はi以

通した平均値。

~i::.: *は 1%の危険

あり(t検定)。

2 ) 

試験 2.結果枝の誘引角度が収量，果実品質，

傷果発生に及ぼす影響

2008年と 2009年の新梢誘引角度を変えて栽培した

果実の傷果発生率を第 2表に示した。傷果発生率は，

i可年とも60。区が900

区より有意に低かった。

2008年と 2009年の新梢誘引角度を変えて裁培した

果実の品質および収量を第 3表に示した。果実品質で

は，果重と義色割合は，両年とも 600 JRと90。区で

がなかった。糖度は， 2008年に600 IRが900 IRよ

り有意に高く， 2009年は差がなかった O 収益では同

年とも援がなかった。

2009年の新梢誘引角度を変えて栽培した場合の果

実と新梢間および果実と葉栴間の距離と角度を第4表

に示した O 果実・新梢問の距離と角度は， 600 JRが

900 JRより有意に大きし果実・葉柄拘の距離と角

度は，誘51角度による差はなかった。

fとよみつひめjにおける要留別の傷祭発生率第 1表

IX V盟1司iVI V IV 盟E 要 因 1) 

11. 4 

2 ) で院が付い

2. 3 

1 )傷果の発生要!認は新梢とのJ祭過 {i)j， II 葉柄との捺i品i:j)j， 1II :菜身([ヨ節)との

捺i品{お IV 出身(他節)との擦過{お V:*身(他fi"!) と の 採i品立;j，VI:誘引ヒモと

の捺過程}j， VII 樹液による月IL荒れ， VI!l:その他(不 Iy])，IX:複数の'2!IEIによる捺過似の

九つに分類した。

9 JJ 9 1=1に， 'WJ:行j支出ーの一文字

ている果実 88巣を調査した。

6. 8 

校樹において， 8 ~ 10節目の収穫 II¥J近の来

ハ
υ

ハUハUハ
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第3表 誘引角度が果実晶露および収護に及ぼす影響

試験区
果 色割合 糖度 詩文

2008年 2009年 2008年 2009年 2008年 2009年 2008年 2009年

g g % % Brix Brix kg kg 

60
0

区 75. 5 77.8 67 71 17. 1 17.6 12. 0 14. 3 

90
0 

区 ('1貴行) 75. 3 76. 7 66 72 16. 7 17.5 12. 2 14.3 

有意性 n. s. n. s. n. s. 

1) I弘種は「とよみつひめ j で果重，色割合及び糖度は収穫期聞を通した平均値。

*は 5%の危険率で有意義あり。 n.s.は有意差なし(t検定)。

ことで， 600
よりも効果は劣るものの，通路を確保し

つつ傷果発生軽減が可能と考えられる。

新梢誘引は，慣行の一文字整技では誘引可能となり

次第随時行うため，本研究ではその開始時期について

は特に検討しなかった。傷果の発生時揺は，カンキツ

では幼果の時期に発生し，また程度もひどく(下大

迫・栗山 1973)，本研究においても幼果段階での傷

果発生を確認しており， '1貴行通り誘引可能となり次第

随時行うべきであると考えられる。

果実品質について，本研究では新棋の誘引角度

を600 にすることにより，糖度は2008年には高く，

2009年は差がなかった。また，果重・着色割合とい

った果実品質や収量には差がないと考えられた。

以上のことから，新梢を600 に誘引することでイ

チジク fとよみつひめjの傷果発生が簡便に軽減でき

ることが明らかとなった。

n. s. 

第4~受 誘sl角度の遠いによる果実と新梢器及び
果実と葉柄閣の距離と角度

果実・新梢間 果実・葉柄間

距離 角度 距離 角度
試!験!玄

m
 

nu 
問

600 

[玄 19.5 58.4 

900

区(慣行)17.350.6

8.4 27.9 

9.2 27.8 

* * n. s. n. s. 

1 )おffは7n 31 11 :こ第 8 節のj，fD~ について行った。

果次:と:Yfr fi'ilえび禁+villiJのliEiijftl士見主災赤道在日からの

11会J;(I!J'li終fL j{J l支は来 +I~ との角度 c

*1土 5%の危険i容で千iki:ョあり c

n. s. (士千!な設なし(t検定)。

新梢および果実と葉柄との擦れによる擦過傷の発生を

少なくしたと考えられる。

一般的に他の果謝では，傷果発生の要因は，屈しによ

り果実が枝や葉と擦れる擦過傷だけではなく，

虫によるものもある(安楽 1979)。しかし，イチジ

クでは，果実外観に悪影響を及ぼす病害虫は，さび

病・そうか病・およびイチジクモンサピダニが主なも

の(指洞県農業技術課 2007)であり， これらは適正

な訪除が行われている限り，ほとんど問題にならない。

また，カンキツにおいても，傷果発生の要民としては

風による擦り傷の方が，病害虫による傷よりも圧倒的

に多い(安楽 1979)。そこでカンキツでは，防風網

や防風林を設置することで傷果発生を軽減させている

(下大迫・栗山 1974)。このことから，イチジクに

おいても，防風鰐やi坊j長L林の設置は有効であると考え

られるが，設備投資費舟が高く，設置されていない闘

や，設置されていても，一方向だけであるといった闘

も多い。また， Iとよみつひめjの傷果発生軽減対策

としては，防風網や防風林の設置だけでは効果が十分

とは言い難い。本研究で開発した方法は，新梢誘引角

度を変えるだけであり，容易に行うことができ，防部

縞や防風林での傷果発生軽減効果が不十分な留におい

ても，併用して傷果発生軽減効果を高めることができ

る。デメリットとしては 新棋を通路側に引っ張るこ

とで作業用通路が狭くなることであるが，通路に余揺

が無い園でも誘引角度を700 にする等の工夫をする

* n. s. n. s. n. s. 
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